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平成™š年š月˜—日 木曜日 第œœ˜™号官 報

参

議

院

議
案
提
出

三
月
八
日
内
閣
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本

国
政
府
と
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国
政
府
と
の

間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣

条
第
一
四
号
）

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
の
た

め
の
日
本
国
と
ス
イ
ス
と
の
間
の
条
約
を
改
正
す
る
議

定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第

一
五
号
）

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
の

間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣

条
第
一
六
号
）

日
本
国
の
自
衛
隊
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
防
軍
と
の
間

に
お
け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
と
の
間
の
協
定
の

締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件（
閣
条
第
一
七
号
）

電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
閣
法
第
三
四
号
）

電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三

五
号
）

電
気
通
信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（
閣
法
第
三
六
号
）

水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法

第
三
七
号
）

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
情
報
の
交
換
及
び
個
人
の
所
得

に
つ
い
て
の
課
税
権
の
配
分
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

バ
ハ
マ
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
一
〇
号
）

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
友
好
協
力
条
約
を
改
正
す
る
第

三
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣

条
第
一
一
号
）

千
九
百
九
十
四
年
の
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協

定
の
譲
許
表
第
三
十
八
表
（
日
本
国
の
譲
許
表
）
の
修

正
及
び
訂
正
に
関
す
る
二
千
九
年
六
月
十
五
日
に
作
成

さ
れ
た
確
認
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

（
閣
条
第
一
二
号
）

理
事
会
の
改
革
に
関
す
る
国
際
通
貨
基
金
協
定
の
改
正

の
受
諾
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
一
三

号
）

日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
の
債
務
等
の
処
理
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
二

号
）

交
通
基
本
法
案
（
閣
法
第
三
三
号
）

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

三
月
八
日
内
閣
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ
た
。

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国

と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

（
閣
条
第
五
号
）

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の

協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第

六
号
）

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
中
華
人
民
共
和

国
香
港
特
別
行
政
区
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
七
号
）

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
王
国
政
府
と
の
間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
の
件
（
閣
条
第
八
号
）

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
情
報
の
交
換
及
び
個
人
の
所
得

に
つ
い
て
の
課
税
権
の
配
分
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

ケ
イ
マ
ン
諸
島
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
九
号
）

質
問
主
意
書
提
出

三
月
八
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。年

金
の
「
運
用
三
号
」
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
（
加

藤
修
一
提
出
）（
第
一
〇
七
号
）

自
殺
防
止
に
向
け
た
支
援
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
上

野
通
子
提
出
）（
第
一
〇
八
号
）

地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
と
救
護
施
設
の
役
割
等

に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
上
野
通
子
提
出
）（
第
一
〇
九

号
）

酒
類
の
不
当
廉
売
等
に
対
す
る
規
制
に
関
す
る
質
問
主

意
書
（
渡
辺
猛
之
提
出
）（
第
一
一
〇
号
）

答
弁
書
受
領

三
月
八
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
中
西
健
治
提
出
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
運

営
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
九
四
号
）

報
告
書
受
領

三
月
八
日
内
閣
か
ら
、
財
政
法
第
四
十
六
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
平
成
二
十
二
年
度
第
三
・
四
半
期
に
お
け
る

予
算
使
用
の
状
況
の
報
告
を
受
領
し
た
。

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
財
政
法
第
四
十
六
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
平
成
二
十
二
年
度
第
三
・
四
半
期
に
お
け

る
国
庫
の
状
況
の
報
告
を
受
領
し
た
。

官
庁
事
項

法

務

岩

手

県

〇
収
用
委
員
会
予
備
委
員
任
命

収
用
委
員
会
予
備
委
員
は
、
欠
員
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

二
月
十
五
日
次
の
者
が
任
命
さ
れ
た
。

収
用
委
員
会
予
備
委
員

須
山

通
治

栃

木

県

〇
教
育
委
員
会
委
員
再
任

岡
田
豊
子
委
員
は
、
二
月
二
十
五
日
再
任
さ
れ
た
。

大

阪

府

〇
労
働
委
員
会
委
員
任
命

小
塚
修
一
郎
委
員
は
、
二
月
二
十
八
日
辞
職
し
、
三
月

一
日
次
の
者
が
任
命
さ
れ
た
。

労
働
委
員
会
委
員

田
辺

貞
夫

仙

台

市

〇
監
査
委
員
再
任

須
藤
裕
州
委
員
は
、
二
月
十
九
日
再
任
さ
れ
た
。

静

岡

市

〇
議
長
選
挙

安
竹
信
男
議
長
は
、
二
月
十
四
日
辞
職
し
、
同
日
次
の

者
が
選
挙
さ
れ
た
。

議
長

石
川

久
雄

大

阪

市

〇
教
育
委
員
会
委
員
任
命

池
田
知
隆
は
、
二
月
二
十
日
任
期
満
了
し
、
同
月
二
十

一
日
次
の
者
が
任
命
さ
れ
た
。

教
育
委
員
会
委
員

高
尾

元
久

人
事
交
流
を
希
望
す
る
民
間
企
業
の
公
募

防
衛
省
は
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関

す
る
法
律
（
平
成

1
1年
法
律
第

2
2
4号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第

2
4条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
６
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
2
3年
度
に
お
い
て
人
事
交
流

を
希
望
す
る
民
間
企
業
を
次
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。

平
成

2
3
年
３
月

1
0
日
防
衛
大
臣
北
澤
俊
美

１
応
募
で
き
る
民
間
企
業

株
式
会
社
、
合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
合
同
会
社
、

信
用
金
庫
、
相
互
会
社
及
び
法
第
２
条
第
２
項
第
５
号

の
規
定
に
基
づ
き
防
衛
大
臣
が
指
定
す
る
法
人

２
応
募
手
続

\
交
流
派
遣
（
防
衛
省
か
ら
民
間
企
業
へ
派
遣
）
に

係
る
職
員
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
民
間
企

業
は
、
次
に
掲
げ
る
交
流
派
遣
に
関
す
る
条
件
を
記

載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
。

{
交
流
派
遣
を
希
望
す
る
防
衛
省
の
職
員
の
年
齢

及
び
必
要
な
経
験

|
交
流
派
遣
を
希
望
す
る
防
衛
省
の
職
員
の
当
該

民
間
企
業
に
お
け
る
地
位
及
び
業
務
内
容

}
労
働
契
約
の
期
間

~
交
流
派
遣
に
よ
る
受
入
れ
を
希
望
す
る
防
衛
省

の
職
員
の
当
該
民
間
企
業
に
お
け
る
賃
金
、
労
働

時
間
そ
の
他
の
労
働
条
件

�
{
か
ら
~
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該

民
間
企
業
が
必
要
と
認
め
る
条
件

]
そ
の
雇
用
す
る
従
業
員
が
交
流
採
用
（
民
間
企
業

か
ら
防
衛
省
に
採
用
（
た
だ
し
、
自
衛
官
と
し
て
の

交
流
採
用
は
行
わ
な
い
。））
を
さ
れ
る
こ
と
を
希
望

す
る
民
間
企
業
は
、
次
に
掲
げ
る
交
流
採
用
に
関
す

る
条
件
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
。

{
交
流
採
用
を
希
望
す
る
民
間
企
業
の
従
業
員
の

年
齢
及
び
経
歴

|
交
流
採
用
を
希
望
す
る
民
間
企
業
の
従
業
員
の

防
衛
省
に
お
け
る
希
望
職
務
内
容

}
任
用
期
間

~
交
流
採
用
に
当
た
っ
て
当
該
民
間
企
業
と
の
雇

用
関
係
の
継
続
を
希
望
す
る
か
否
か
の
別

�
{
か
ら
~
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該

民
間
企
業
が
必
要
と
認
め
る
条
件

３
応
募
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
及
び
書
類
提
出
先

防
衛
省
人
事
教
育
局
人
事
計
画
・
補
任
課

〒
1
6
2
`

8
8
0
1
東
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村
町
５
`
１

電
話
番
号
：

0
3
`

3
2
6
8
`

3
1
1
1
（
代
表
）（
内
線

2
0
7
5
5）

公
証
人
任
免

京
都
地
方
法
務
局
所
属
公
証
人
中
尾
幸
一
は
願
に
よ
り

公
証
人
を
免
ぜ
ら
れ
た
。

宮
Ä
昭
は
公
証
人
に
任
命
さ
れ
、
京
都
地
方
法
務
局
所

属
公
証
人
中
尾
幸
一
の
後
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。（
以
上
三
月

二
日
）（
法
務
省
）

Ÿ
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